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(57)【要約】
【課題】摩擦体や通電加熱具等の様々な加熱具を容易に
設けることができるとともに、加熱具の自由な使用が可
能となる熱変色性筆記具を提供する。
【解決手段】筆記体５の内部に熱変色性インキを収容す
る。筆記体５の前端に熱変色性インキが吐出可能なペン
先５１を設ける。筆記体５を軸筒２内に前後方向に移動
可能に収容する。筆記体５のペン先５１を軸筒２の前端
孔３１から出没可能に構成する。軸筒２の後端に、熱変
色性インキの筆跡を熱変色させる加熱具６を着脱自在に
設ける。加熱具６が、熱変色性の筆跡に接触する加熱部
６１と、軸筒２から分離して使用する際に把持する把持
部６２とを備える。軸筒２の後端に、加熱具６が着脱自
在の取付孔４１を設ける。取付孔４１に加熱具６を取り
付けた状態において、加熱部６１が軸筒２の後端より後
方に突出され且つ取付孔４１内に把持部６２が収容され
る
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
筆記体の内部に熱変色性インキを収容し、前記筆記体の前端に前記熱変色性インキが吐出
可能なペン先を設け、前記筆記体を軸筒内に前後方向に移動可能に収容し、前記筆記体の
ペン先を軸筒の前端孔から出没可能に構成し、前記軸筒の後端に、前記熱変色性インキの
筆跡を熱変色させる加熱具を着脱自在に設けたことを特徴とする熱変色性筆記具。
【請求項２】
前記加熱具が、熱変色性の筆跡に接触する加熱部と、軸筒から分離して使用する際に把持
する把持部とを備え、前記軸筒の後端に、前記加熱具が着脱自在の取付孔を設け、前記取
付孔に前記加熱具を取り付けた状態において、前記加熱具の加熱部が前記軸筒の後端より
後方に突出され且つ前記取付孔内に前記加熱具の把持部が収容されてなる請求項１記載の
熱変色性筆記具。
【請求項３】
前記軸筒内に複数の前記筆記体を前後方向に移動可能に収容し、前記筆記体の各々のペン
先を前記軸筒の前端孔から択一的に出没可能に構成した請求項２記載の熱変色性筆記具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、熱変色性筆記具に関する。詳細には、熱変色性インキを内蔵した熱変色性筆記
具に関する。
【背景技術】
【０００２】
従来、熱変色性インキを内蔵した熱変色性筆記具において、特許文献１には、熱変色性イ
ンキによる筆跡を摩擦熱で熱変色させるための摩擦体を、キャップの頂部に設ける構成や
、軸胴の後端に設ける構成が記載されている。
【０００３】
【特許文献１】特開２００４－１４８７４４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
前記従来の熱変色性筆記具は、様々な加熱具（例えば、大きな摩擦体、または通電加熱具
等の大きな加熱具）をキャップの頂部や軸胴の後端に設けることは困難であった。
【０００５】
本発明は、前記従来の問題点を解決するものであって、摩擦体や通電加熱具等の様々な加
熱具を容易に設けることができるとともに、加熱具の自由な使用が可能となる熱変色性筆
記具を提供しようとするものである。尚、本発明で前とは、ペン先側を指し、後とはその
反対側を指す。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
本願の第１の発明は、筆記体５の内部に熱変色性インキを収容し、前記筆記体５の前端に
前記熱変色性インキが吐出可能なペン先５１を設け、前記筆記体５を軸筒２内に前後方向
に移動可能に収容し、前記筆記体５のペン先５１を軸筒２の前端孔３１から出没可能に構
成し、前記軸筒２の後端に、前記熱変色性インキの筆跡を熱変色させる加熱具６を着脱自
在に設けたことを要件とする。
【０００７】
前記第１の発明の熱変色性筆記具１は、筆記体５のペン先５１を軸筒２の前端孔３１から
出没可能に構成した筆記具（即ち出没式筆記具）の軸筒２の後端に加熱具６を着脱自在に
設けたことにより、軸筒２の後端部の外径を自由に設定できるため、摩擦体や通電加熱具
等の様々な加熱具６を容易に設けることができる。さらに、前記第１の発明の熱変色性筆
記具１は、加熱具６を軸筒２から分離し、該分離した加熱具６を把持して使用でき、加熱
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具６の自由な使用が可能となる。
【０００８】
本願の第２の発明は、前記第１の発明の熱変色性筆記具１において、前記加熱具６が、熱
変色性の筆跡に接触する加熱部６１と、軸筒２から分離して使用する際に把持する把持部
６２とを備え、前記軸筒２の後端に、前記加熱具６が着脱自在の取付孔４１を設け、前記
取付孔４１に前記加熱具６を取り付けた状態において、前記加熱具６の加熱部６１が前記
軸筒２の後端より後方に突出され且つ前記取付孔４１内に前記加熱具６の把持部６２が収
容されてなることを要件とする。
【０００９】
前記第２の発明の熱変色性筆記具１は、加熱具６を軸筒２の後端に取り付けた状態、また
は加熱具６を軸筒２から分離した状態のいずれにおいても、加熱具６の自由な使用が可能
となる。
【００１０】
本願の第３の発明は、前記第２の発明の熱変色性筆記具１において、前記軸筒２内に複数
の前記筆記体５を前後方向に移動可能に収容し、前記筆記体５の各々のペン先５１を前記
軸筒２の前端孔３１から択一的に出没可能に構成したことを要件とする。
【００１１】
前記第３の発明の熱変色性筆記具１は、多芯タイプの出没式筆記具であるため、軸筒２の
外径を十分に大きくすることができ、その結果、取付孔４１の内径を大きく形成できるた
め、摩擦体や通電加熱具等の様々な加熱具６を容易に設けることができる。
【００１２】
尚、本発明において、前記加熱具６は、例えば、摩擦体、または通電加熱具等を挙げるこ
とができる。前記通電加熱具は、例えば、通電発熱体を用いたもの、または電動により摩
擦体を作動させるもの等が挙げられる。
【００１３】
尚、軸筒２には、操作部の操作により各々の筆記体を前後方向に移動させ且つペン先を前
端孔より出没させる出没機構が設けられる。前記操作部は、軸筒の後端や軸筒の側壁に設
けられる。前記操作部は、熱変色性筆記具を片手で把持した状態で、その把持した手によ
って、操作可能である。
【００１４】
前記出没機構は、例えば、前記操作部を軸筒の後端より後方に突設させ、前記操作部を、
筆記体の後方付勢に抗して前方に押圧操作することにより、ペン先没入状態からペン先突
出状態にする構成（いわゆる後端ノック式）、前記操作部を軸筒側壁より径方向外方に突
設させ、前記操作部を筆記体の後方付勢に抗して前方に押圧操作することにより、ペン先
没入状態からペン先突出状態にする構成（いわゆるサイドスライド式）、前記操作部を軸
筒側壁より径方向外方に突設させ、前記操作部を筆記体の径方向内方に押圧操作すること
により、ペン先没入状態からペン先突出状態にする構成（いわゆるサイドノックド式）、
または、軸筒の後部に設けた操作部を軸筒の前部に対して回転させることによりペン先を
出没させる構成（いわゆる回転式）等が挙げられる。
【００１５】
尚、本発明において、熱変色性インキは、可逆熱変色性インキが好ましい。前記可逆熱変
色性インキは、発色状態から加熱により消色する加熱消色型、発色状態または消色状態を
互変的に特定温度域で記憶保持する色彩記憶保持型、または、消色状態から加熱により発
色し、発色状態からの冷却により消色状態に復する加熱発色型等、種々のタイプを単独ま
たは併用して構成することができる。
【発明の効果】
【００１６】
本発明の熱変色性筆記具によれば、様々な加熱具を容易に設けることができるとともに、
加熱具の自由な使用が可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
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【００１７】
本発明の熱変色性筆記具１の実施の形態を図１乃至図３に示す。
本実施の形態の熱変色性筆記具１は、軸筒２と、該軸筒２内に収容される複数本の筆記体
５と、前記軸筒２の後端に着脱自在に取り付けられる加熱具６とからなる。
【００１８】
・軸筒
前記軸筒２は、先細状の円筒体からなる前軸３と、該前軸３の後端部に螺合または嵌合に
より取り付けられる円筒状の後軸４とからなる。
【００１９】
前記前軸３の前端には、筆記体５のペン先５１が出没可能な前端孔３１が軸方向に貫設さ
れる。前記前軸３の外周面は、筆記時の把持部となる。
【００２０】
前記後軸４の後端には、後方に開口する取付孔４１が設けられる。前記取付孔４１に加熱
具６が、嵌合または螺合により着脱自在に取り付けられる。前記後軸４の側壁には、クリ
ップ４２が設けられる。
【００２１】
また、前記後軸４の後部の外径は、前軸３の外径よりも大きく形成される。それにより、
一層、加熱具６の取り付けが容易となる。具体的には、前記後軸４の外径は、１５ｍｍ～
２０ｍｍの範囲に設定される。
【００２２】
前記後軸４の内部には、前軸３に対する後軸４（即ち操作部）の回転操作により各々の筆
記体５を前後方向に移動させ且つ各々のペン先５１を前端孔３１より択一的に出没させる
出没機構が設けられる。前記出没機構は、前軸３の後端部と螺合または嵌合により接続さ
れる。尚、本発明では、これ以外にも、後端ノック式、サイドノック式、サイドスライド
式等の出没機構を採用することもできる。
【００２３】
・筆記体
前記筆記体５の各々は、ボールペンレフィルであり、前端にボールが回転可能に抱持され
たボールペンチップ（ペン先５１）と、該ボールペンチップを前端に備え且つ後端が開口
されたインキ収容管５２とからなる。前記インキ収容管５２の内部には、剪断減粘性を有
する水性ゲルよりなる熱変色性インキが収容される。前記インキ収容管５２内の熱変色性
インキの後端には、該インキの消費に伴い前進する高粘度流体からなる追従体が充填され
る。
【００２４】
前記熱変色性インキは、発色状態において、例えば、黒、青、赤、黄、緑、橙、紫、紺、
ピンク、水色等を呈し、消色状態において、無色となる。即ち、前記熱変色性インキによ
る筆跡は、前記加熱具６の加熱部６１の接触により、熱変色され、消色状態となる。
【００２５】
・加熱具
前記加熱具６は、加熱部６１と、該加熱部６１を前端に備える円筒状の本体とからなる。
前記本体の外面には、把持部６２が形成される。前記本体の加熱部６１側外面には鍔部６
３が周状に突設される。また、前記本体の鍔部６３よりも加熱部６１側外面には、加熱部
６１を覆うキャップ７が着脱自在に設けられる。
【００２６】
前記加熱部６１は、熱変色性の筆跡に接触し該筆跡を熱変色させる部分である。前記把持
部６２は、軸筒２から分離して使用する際に手で把持する部分である。前記把持部６２は
、後軸４の取付孔４１内部に挿着することにより収容される。前記鍔部６３は、加熱具６
が後軸４の取付孔４１に取り付けられた際、後軸４の後端に当接される。前記加熱部６１
の把持部６２が前記後軸４の取付孔４１に取り付けられた状態において、前記加熱部６１
が前記後軸４の後端より後方に突出される。
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前記加熱具６は、以下のタイプのいずれかが採用される。
ａ．加熱部６１が摩擦体（たとえば弾性体）により構成され、前記加熱部６１によって被
筆記面を摩擦する際に生じる摩擦熱で熱変色性の筆跡を熱変色させる加熱具
ｂ．電源電池と、該電源電池による通電により発熱する通電発熱体（例えば、セラミック
ヒータ、ニクロム線、サーミスタ等の抵抗発熱体）と、該通電発熱体により加熱される加
熱部６１とを備えた通電加熱具
ｃ．電源電池と、該電源電池による通電により回転するモーターと、該モーターの回転に
より回転する摩擦体（例えば弾性体）からなる加熱部６１とを備え、前記加熱部６１によ
って被筆記面を摩擦する際に生じる摩擦熱で熱変色性の筆跡を熱変色させる通電加熱具
【００２８】
図１に示すように、本実施の形態の熱変色性筆記具１は、軸筒２の後端の取付孔４１に加
熱具６を取り付けた状態において、加熱部６１が軸筒２の後端より後方に突出される。そ
のため、軸筒２の後端に加熱具６を取り付けた状態で加熱具６を使用することができる。
【００２９】
また、図３に示すように、本実施の形態の熱変色性筆記具１は、軸筒２から加熱具６を取
り外した状態（分離した）において、加熱具６を軸筒２（筆記具本体）から独立して使用
することができ、ユーザーの自由な使い方の幅が広がる。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】本発明の実施の形態の要部縦断面図である。
【図２】図１の加熱具と軸筒との分離状態を示す図である。
【図３】図１のＡ－Ａ線面図である。
【符号の説明】
【００３１】
１　熱変色性筆記具
２　軸筒
３　前軸
３１　前端孔
４　後軸
４１　取付孔
４２　クリップ
５　筆記体
５１　ペン先
５２　インキ収容管
６　加熱具
６１　加熱部
６２　把持部
６３　鍔部
７　キャップ
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